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ワークショップ開催の経緯 
 

 

■平成２６年３月 

 『行田らしいまち並みづくりとにぎわい創出基本計画』 策定 

  行田らしい個性的で特色のある景観に配慮した、 

  魅力あるまち並みを形成し、にぎわいの創出につなげるまちづくり 

       
 

 

 

    

中心市街地からまちの元気を広げる 
 

実現するため今回のＷＳを開催！ 
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今年はこの問題について考えることが必要！ 

行田市の現状と主な課題 
 
 

   【定住人口】中心市街地に活気がない・若者がいない 
                                                        
 

   【交流人口】観光客が少ない、お客が少ない 
                               
 

   【住民参画】住民のまちづくりへの参画 
                               
 

   【  】街並みを改善する必要がある 
                                     

 

ﾃｰﾏＡ 

ﾃｰﾏＢ 

ﾃｰﾏＣ 

ﾃｰﾏＤ まちなみ 
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ワークショップ事業のスケジュール（５ヵ年） 

最終目標  市民が主体となった市民のためのまちづくり 

２年目 住民主体組織のあり方の検討・設置 

３年目 試験的事業の設定と着手 

４年目 試験的事業の運営 

５年目 試験的事業の事後評価 

今年度 住民主体組織の必要性を共有 
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平成２７年度の概要・目標 

最終目標  住民主体組織の必要性を共有 

第２回   定住人口   交流人口  について検討 

第３回   住民参画   まちなみ について検討 

第４回 ワークショップの総括 

報告会 一般市民を対象としたＷＳ報告会 

第１回 現状認識と課題の共有 

ﾃｰﾏＡ ﾃｰﾏＢ 

ﾃｰﾏＣ ﾃｰﾏＤ 
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前回（第１回）のおさらい 
  
 
  【目標】  
 まち並みづくり（ハード）とにぎわいづくり（ソフト）が 
 互いに連携し、中心市街地の活力増進を図る  
 
   

  【前回のポイント】 
 

 ① まちづくりは住民の皆さんが主役！ 
 

 ② 住民・ＮＰＯ・市民団体が連携できる組織が必要！ 
 

 ③ 「だれが」、「どのように」具体的に！   
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今回（第２回）のテーマ 

 

    Ａ.Ｂ.Ｃグループ  
 

      【定住人口】 
 

     人口減少を止めるには？ 

 
  Ｄ.Ｅ.Ｆグループ 
 

               【交流人口】 
 

     観光客等を増やすには？ 

ﾃｰﾏＡ 

ﾃｰﾏＢ 
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定住人口・交流人口とは…？ 

k 

 ▶ 市内住民 
    その土地に住む人 

定住人口 

「 まちづくり人口（定住人口＋交流人口） 」が増加 
 

交流が生まれ、にぎわいが創出 

 ▶ 市外住民 
  目的があって訪れる人 
      観光客 
 通勤・通学者 
 買物客等 
 

交流人口 
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【公共サービスの低下】 
 

▶ 医療・行政・交通への影響 

【町の活気喪失】 
 

▶ 高齢化・少子化 

 

【財政状況悪化】 
 

▶ 税収の減少 

生活基盤の崩壊への第一歩 

定住人口・交流人口が減ると…？ 
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行田市の定住人口の推移 

２０～３９歳の女性が約４０％減少傾向 

■ ２０１５年度（現在） 
  【人口】 ８２,３９５人 
  【２０～３９歳女性】 ８,４３７人 

 
■ ２０４０年度 
  【人口】 ６０,８７９人 
  【２０～３９歳女性】 ５,００３人  

 
■ ２０XX年度は・・・。 

２５年後… 
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行田市の観光客入込数 

継続的に集客することを目指す！ 
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元気に伸びる「まち」の特徴 

言いっぱなし    あとは行政（ほかの誰か） 

知恵と工夫   自分たちで出来ることから 

自分もみんなも   地域全体がレベルアップ 

環境のせいにしない   誰も救ってはくれない 

…ではなく 

み
ん
な
が
当
事
者 
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今回のワーク内容 

行政に依存するのではなく 自分たちで何とかしよう 

具体的な検討項目 

【 テーマ 】 
どんな 
方法で？ 

行政依存はＮＧ！ 

？ 

何を？ 

？ 

？ ？ 

誰が？ 

？ 

？ 

人口減少を止めるには？ 

観光客等を増やすには？ 

ﾃｰﾏＡ 

ﾃｰﾏＢ 
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談話中のエチケット 

エチケットは必ず守りましょう！ 

１．参加者みんなが発言できるようにしましょう 
 
２．議題に沿った発言をしましょう 
 
３．互いの意見を尊重し合いましょう 
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ワークを行う上でのご協力のお願い 

 ■ワーク内容を録音しております！ 
 

   今後の意見のとりまとめ・漏れ防止のため 
  グループワークの様子を録音させていただいております。 
  ご理解とご了承の程よろしくお願い申し上げます。         

 ■参加者の皆様へのお願い！ 
 

    発言の度にお名前をお聞かせください。 
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名札のグループ名をご確認下さい！ 
 

  Ａ.Ｂ.Ｃグループ  
 

    【人口減少を止めるには？】 
 
 
 

  Ｄ.Ｅ.Ｆグループ 
 

    【観光客・交流人口を増やすには？】 
     

①何を？ ②どんな方法で？ ③誰が？ 
 

※③誰が？→「行政が行う」はNGです。 
 

自分たちでできることを、できる範囲で！ 

ﾃｰﾏＡ 

ﾃｰﾏＢ 
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今後のスケジュール 

第３回 １１月２４日 (火) 

第４回 １２月１４日 (月) 

行田市商工センター ４０３ 研修室 

１８時３０分～２０時３０分 (２時間００分) 

日 

程 

場 

所 

時 

間 
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調査にご協力をお願い申し上げます 

本日は最後まで 
誠にありがとうございました！ 

非常に長い調査用紙で 
大変申し訳ございません。 

 

ご協力よろしくお願い申し上げます。 

【前回参加された方】 
 

終了時に回収    お近くの学生まで 
 

【初めて参加された方】 
①自宅で記入     次回WS時に回収 
②会場で記入      お近くの学生まで   
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